








レ』という。1996 年 10 月に題号を『ハンギョレ新聞』から『ハンギョレ』へ変更し現在に至る）が、
2008 年のろうそく集会をどのようなスタンスで報道したかを、韓国メディア全体の動きの中に位置づ
けつつ、その一端を明らかにすることを目的とする。








































































































































新聞社の自主申告により韓国新聞協会が作成）は、『朝鮮日報』が 2,358,180 部、『中央日報』が 2,084,959
部、『東亜日報』が 2,072,916 部である。一方、日刊新聞全体の発行部数は、韓国新聞協会の独自調査
によると 8,386,200 部である。これらの数値は、年度も計測方法も違うので単純に比較できないが、こ
れら資料を参考にして総合的に考えると、「朝中東」が日刊新聞全体の発行部数の 6 ～ 7 割程度を占め
ているのではないかと推測するのが妥当である。第 4 位の『ハンギョレ』が公称 40 万部、実質は 30 万




























浴びてページビュー数を伸ばし、現在は 1 位が『ネイバー』、2 位が『ダウム』という状況になった。
この『ダウム』が 2004 年 12 月にサービスを開始したのが討論サイト「アゴラ」である。「アゴラ」
とはギリシア語で「広場」を指す。古代ギリシアで行われていた直接民主制を可能にする討論の場とい
う意味が込められているのであろうか、『ダウム』の討論サイト『アゴラ』はこのギリシア語から名前を
































査で回答を得た 14）（以下の [　] 部分）。
[―「アゴラ」がそうろく集会について影響力を持ち始めたのはいつ頃からか。



























































具体的には、2008 年 6 月 10 日および 8 月 15 日のろうそく集会を各社がどのように取り上げている
かを分析する。6 月 10 日は、「6・10 抗争」の 21 周年にあたり、集会参加者が約 40 万 19）になった日









ん事件」の 6 周忌であり、6 月 15 日は「6・15 南北共同宣言」の 8 周年に当たっており、デモが最高
潮になった。








まず、6 月 10 日のろうそく集会を各社がどのように報じたかを見てみることとする。





澤米軍基地反対・FTA 反対デモで見た ‘ その時のその顔 ’ たちが、ろうそく集会のところどころ
であちこちに転々としていた。興奮した人波が、戦闘警察たちと衝突してからは、何が起こるかわから
ない殺伐とした雰囲気だった」と書いた。これは、『朝鮮日報』がそれまで展開していた「ろうそく集会























そく集会を批判するのは、『東亜日報』に見られる論理であった。この後、『東亜日報』は 6 月 10 日に

























































め、場所を韓国銀行前に変えて行われた。8 月から警察の弾圧は日に日に強くなり、8 月 15 日の警察の
放水・戦闘警察のデモ参加者の連行ぶり・市民と警察の衝突は凄惨を極めた。翌日 8 月 16 日付の各紙
を比較する。




という方針の下、戦闘警察と機動隊などは 1 万 5000 人を動員した。市民たちは『光復節の日に国民を
殴って捕まえる警察は日本帝国主義と同じだ』と抗議した。一部市民は鐘閣付近で夜遅くまで篭城した」
と報道した。










一方、『朝鮮日報』は「『建国 60 周年』都心占拠した『100 回目ろうそく』」という記事である。『東亜日報』
は「夜間のデモ　警察車両 4 台が破損・・・140 余名が連行」という題で、リードも「私服逮捕組が初




































































































































いう横断幕を道いっぱいに広げて行進していた 23）。また、6 月 10 日の集会時の『朝鮮日報』本社ビル
前には、参加者のゴミが集積していた。『朝鮮日報』の報道に怒りを覚えたろうそく集会参加者が、抗議
の意味を込めてわざと置いていったものだ。この様子は『オーマイニュース』が写真入で大きく報道した。













































正確な情報提供を第一に行う “ 報道 ” としての役割にもっと力を入れるべきではないか」と話した。











































は、2008 年 8 月 29 日のインタビュー調査で、『朝鮮
日報』『中央日報』『東亜日報』の大手 3 紙と『ハンギョレ』の報道の違いについて、大手 3 紙は社主つまり経
営陣の影響力が非常に強く、『ハンギョレ』は社主がいないので圧力を受けることがほとんどないことが大きな
理由だと指摘した。
４）　 韓国では「ろうそく集会（촛불 집회）」「ろうそく文化祭（촛불 문화제）」「ろうそくデモ（촛불 시위）」などと
表現する。本研究では、「ろうそく集会」を用いた。
５）　ジャーナリズムの原則については、Bill Kovach, Tom Rosenstiel “ The Elements of Journalism: What Newspeople 
Should Know And the Public Should Expect ” （THREE RIVERS PRESS,2001）の原文では以下のように記されている。
（1）Journalism's first obligation is to the truth. 
（2）Its first loyalty is to citizens. 
（3）Its essence is a discipline of verification. 
（4）Its practitioners must maintain an independence from those they cover. 
（5）It must serve as an independent monitor of power. 
（6）It must provide a forum for public criticism and compromise. 
（7）It must strive to make the significant interesting and relevant. 
（8）It must keep the news comprehensive and proportional. 
（9）Its practitioners must be allowed to exercise their personal conscience.
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『ハンギョレ』の報道姿勢の一考察
　　　上記 9 つのジャーナリズムの原則の日本語訳に当たっては、“ The Elements of Journalism: What Newspeople 
Should Know And the Public Should Expect ” の日本語訳本である、『ジャーナリズムの原則 』（ビル・コヴァッチ著、
トム・ローゼンスティール著、加藤岳文訳、斎藤邦泰訳、日本経済評論社、2002 年）を参考にした。











15）　 2008 年 12 月 18 日に開かれた民主言論市民連合のセミナーで発言。ホン教授はドイツで学位をとり、ハーバー
マスの著書を韓国に紹介したことでも有名。
16）　 ドイツの政治学者エリザベート・ノエル・ノイマン（Elisabeth Noelle-Neumann）によって 1966 年に提唱され
た理論。多数者野中における少数者は、孤立化を恐れるため自分の意見を表明しにくく、その状態は螺旋構造
を描くようにより強力になっていくというマス・コミュニケーション理論。
17）　2008 年 9 月 23 日に聞き取り調査した結果。
18）　2008 年 9 月 10 日に聞き取り調査した結果。




22）　2008 年 10 月 10 日付けで回答があった。




24）　 孫錫春「ろうそくの炎が明らかにした “ 韓国言論の夜 ”」『ろうそくデモを越えて―韓国社会はどこに行くのか』
（川瀬俊治・文京洙編、東方出版、2009）pp88-98 参照。
25）　 『時事 IN』web 版 2009 年 8 月 10 日号記事「「朝中東」信じず MBC を信じる」
　　　http://www.sisain.co.kr/news/articleView.html?idxno=5030
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